
１６ 

森林環境の保全などに配慮した紙を使用しています。

〒015ー8501　秋田県由利本荘市尾崎17番地 
Eメール：kouho@city.yurihonjo.akita. jp 
印刷／（有）高野写真印刷 

♥
合
併
し
て
広
く
な
り
「
よ
そ
の

町
」
だ
っ
た
所
が
身
近
に
な
り
、広

報
紙
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
知
り
、

せ
っ
せ
と
参
加
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
町
の
良
さ
、

景
色
、
人
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
楽
し
い
で
す
。 

  

（
朝
岡
さ
ん
・
４２
歳
・
西
目
地
域
） 

◆
広
報
紙
を
見
て
、
今
年
の
記
録

的
な
大
雪
被
害
に
驚
き
ま
し
た
が
、

心
温
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

暗
い
う
ち
か
ら
ス
コ
ッ
プ
片
手
に

通
学
路
の
除
雪
を
黙
々
と
や
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
が
お
り
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。 

  
（
阿
部
さ
ん
・
５７
歳
・
本
荘
地
域
）

♥
い
っ
た
い
誰
が
、
わ
が
家
の
あ

の
山
の
よ
う
に
積
も
っ
た
雪
を
除

雪
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

二
月
六
日
の
夕
方
の
こ
と
。
タ
イ

ガ
ー
マ
ス
ク
？
　
全
然
見
当
も
つ

き
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
の
言
葉

を
か
け
る
こ
と
も
で
き
ず
に
、
電

話
を
く
だ
さ
い
と
祈
る
毎
日
で
す
。 

　
　
　 

（
坂
井
さ
ん
・
由
利
地
域
） 

♥｢

心
を
つ
な
ぐ
体
験
作
文｣

、
と

て
も
心
に
響
き
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
助
け
合
っ
て
い
け
た

ら
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。  

  

（
秋
山
さ
ん
・
６９
歳
・
矢
島
地
域
）

♥
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
ゲ
ー

ム
の
応
援
に
子
ど
も
が
行
き
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
と
帰
っ
て
来
ま

し
た
。
試
合
は
残
念
な
が
ら
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。  

  

（
高
橋
さ
ん
・
４７
歳
・
本
荘
地
域
）

◆
近
場
の
こ
と
で
も
な
か
な
か
知

る
こ
と
が
少
な
く
、
広
報
紙
を
見

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

知
っ
て
い
る
人
が
載
っ
て
い
る
と

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。 

  

（
佐
藤
さ
ん
・
５２
歳
・
由
利
地
域
） 

♣
新
山
ミ
ニ
バ
ス
ケ
優
勝
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
　
同
じ
ク
ラ

ス
の
子
が
活
躍
し
て
う
れ
し
い
で

す
。
写
真
の
友
達
の
顔
が
い
つ
も

よ
り
か
っ
こ
よ
く
、
輝
い
て
い
て

い
ま
し
た
。 

  

（
加
藤
さ
ん
・
１２
歳
・
本
荘
地
域
） 

♥「
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
」
を
毎

回
、
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
表

紙
に
今
度
は
ど
ん
な
輝
い
て
い
る

顔
が
写
し
出
さ
れ
る
の
か
、
情
報

ガ
イ
ド
・
ま
ち
の
話
題
を
読
む
た

び
に
由
利
本
荘
市
は
本
当
に
広
大

だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

  
（
山
崎
さ
ん
・
５７
歳
・
岩
城
地
域
）

♥
日
一
日
と
日
ご
と
に
温
か
く
な

っ
て
き
て
、
寒
か
っ
た
冬
も
終
わ

り
。
い
よ
い
よ
春
到
来
の
こ
の
頃
、

体
も
気
持
ち
も
新
芽
が
出
る
よ
う

に
若
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

元
気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

  

（
石
塚
さ
ん
・
６４
歳
・
西
目
地
域
）

♠
貴
広
報
紙
の
長
年
の
愛
読
者
で

す
。
大
内
を
出
て
か
ら
早
六
十
年

に
な
り
ま
す
が
、
当
方
で
親
戚
、

兄
弟
な
ど
が
集
ま
る
と
貴
紙
の
ニ

ュ
ー
ス
を
中
心
に
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
見
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。 

　 

（
菊
地
さ
ん
・
茨
城
県
取
手
市
） 

 

○
△
□　
今
回
は

36
通
の
声
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
が
何

よ
り
の
励
み
で
す
。
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
抽
選
は
来
庁
さ
れ
た
方
に
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
競
争
率
が

ち
ょ
っ
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

相
場
さ
ん
の
感
想
文
が
奨
励
賞
に
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小
島
校
長
（左）

岡
田
先
生
と

　
第
５６
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
（
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
な
ど
主
催
）
の
小

学
校
高
学
年
の

部
で
、
石
沢
小

学
校
（
小
島
弥

惠
子
校
長
）
六

年
・
相
場
萌
さ

ん
が
サ
ン
ト
リ

ー
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
相
場
さ
ん
は

「
集
団
疎
開
」と

い
う
本
を
通
じ

石
沢
絆
の
茂
里

の
温
か
な
交
流

に
心
打
た
れ
た

こ
と
を
つ
づ
り

ま
し
た
。 

高
瀬
小  

学
習
新
聞
が
全
国
入
賞

グ
ル
ー
プ
６
人
と 

担
任
の
菊
地
先
生 

　
第
６０
回
全
国
小
・
中
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル（
毎
日
新
聞
社
な
ど
主
催
）の
学
習
新

聞
の
部
で
、
高
瀬
小
学
校（
田
口
直
樹
校
長
）三

年
生
が
作
成
し

た
「
高
瀬
小
あ

り
が
と
う
新
聞
」

が
優
秀
賞
・
デ

ジ
タ
ル
活
用
新

賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
学
校
の

歴
史
な
ど
を
パ

ソ
コ
ン
で
作
成
、

新
設
の
同
賞
に

輝
き
ま
し
た
。 

原　裕樹さん（本荘地域）、

武藤有理さん（本荘地域）、

長谷川洋子さん（由利地域）、

坂井公子さん（由利地域）、

佐藤テイ子さん（大内地域）

原　裕樹さん（本荘地域）、

武藤有理さん（本荘地域）、

長谷川洋子さん（由利地域）、

坂井公子さん（由利地域）、

佐藤テイ子さん（大内地域）
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ガ
ス
・
上
下
水
道
の 

料
金
シ
ス
テ
ム
を
統
一 

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
！
　
　
口
座
振
替
日
、
納
付
書
な
ど
の
様
式
、
検
針
日 

　
現
在
、
水
道
・
簡
易
水
道
・
下
水
道
の
料
金

に
か
か
る
口
座
振
替
は
、
種
類
や
地
域
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
振
替
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
は
水
道
と
下
水
道
の
料
金
を
「
市
水
道

料
金
」
と
し
て
口
座
振
替
を
行
い
ま
す
。
振
替

日
は
「
毎
月
　
日
」
に
統
一
し
ま
す
。（
金
融
機

関
の
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
） 

　
　
日
に
振
り
替
え
不
能
と
な
っ
た
場
合
の
再

振
替
日
は
月
末
　
日
と
な
り
ま
す
。
再
振
り
替

え
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
は｢

督
促
状｣

を
お
送

り
し
ま
す
。 

　
　
西
目
・
鳥
海
地
域
の
口
座
振
替
日
が
17
日
と
な
り

　
ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
の
振
替
日
に
つ
い
て
は
４
月

　
以
降
も
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

    

　
新
し
い
検
針
票
「
ガ
ス
・
水
道
・
下
水
道
使

用
量
の
お
知
ら
せ
」
に
は
、
メ
ー
タ
ー
口
径
や

使
用
量
、
汚
水
量
の
数
値
と
振
替
予
定
日
な
ど

を
明
記
し
ま
す
。 

　
ま
た
、各
使
用
料
の
納
入
通
知
書（
納
付
書
）

も
新
し
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
料
金
と
納

入
額
の
合
計
を
記
載
し
ま
す
。
新
し
い
納
付
書

は
圧
着
式
の
ハ
ガ
キ
と
な
り
、
毎
月
　
日
ご
ろ

に
各
世
帯
な
ど
へ
発
送
し
ま
す
。 

　
料
金
の
納
付
は
、
ガ
ス
水
道
局
の
窓
口
や
金

融
機
関
で
の
直
接
納
付
の
ほ
か
、
新
し
い
納
付

書
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
お
支
払
い

が
で
き
ま
す
。 

　
　
料
金
の
支
払
い
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
か
ど
う
か
を
ご
確
認
の
う
え
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

    

　
現
在
、
地
域
ご
と
に
メ
ー
タ
ー
検
針
の
日
が

異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
は
毎
月
の
検

針
日
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

▽
本
荘
地
域
の
ガ
ス
・
上
水
道
　
13
日
〜
25
日 

▽
各
地
域
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
、
本
荘
地
域

　
の
簡
易
水
道
　
20
日
〜
月
末 

　
　
検
針
日
の
変
更
に
伴
い
、
ガ
ス
料
金
の
一
回
目
の

　
検
針
は
日
割
り
計
算
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
紙
な
ど
で
た
び
た
び
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
よ
う
に
、
水
道
・
簡
易
水
道
・
下
水
道

（
集
落
排
水
施
設
）
の
使
用
料
は
新
年
度
か
ら

全
地
域
同
じ
料
金
体
系
に
な
り
ま
す
。 

　
新
し
い
料
金
は
５
月
検
針
分
か
ら
の
適
用
と

な
り
ま
す
が
、
完
全
実
施
を
平
成
　
年
度
と
し
、

そ
れ
ま
で
の
２
年
間
は
経
過
措
置
と
し
て
新
旧

料
金
の
差
を
緩
や
か
に
す
る
段
階
的
な
調
整
を

図
り
ま
す
。 

　
生
命
を
育
む
大
切
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
た
め
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

情報一元化し、サービス向上を図る 
 
市では上下水道・簡易水道・ガスの料金システムを統一します。 
各事業の情報を一元化することにより、お客様への一層のサー 
ビス向上に努め、私たちの暮らしの基盤である安全・安心、快適 
なまちづくりの実現を目指します。 

▼納付書（中面）イメージ 

メ
ー
タ
ー
検
針
日
も
変
更
、 

料
金
統
一
は
２
年
か
け
調
整
実
施 

 

口
座
振
替
は
毎
月
17
日
に
、 

再
振
り
替
え
は
30
日
に
実
施 

 

納
付
書
の
様
式
な
ど
を
変
更
、 

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す 

 

▼納付書（表面） 検
針
票（
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
お
知
ら
せ
票
）の
打
ち
出
し
イ
メ
ー
ジ 

 ▼
 

開くと右ページのような内訳が記載されています。 
 

ガ
ス
水
道
局  

営
業
課
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左
か
ら
佐
々
木
さ
ん
、
田
口
さ
ん
、 

長
谷
部
市
長
、
川
上
さ
ん
、
吉
尾 

さ
ん
、
三
浦
さ
ん 

 

豊かな 明るい 地域へ 

業
界
発
展
と
後
進
の
育
成
に
貢
献
―
― 

優
良
技
能
者
と
し
て
　
人
を
表
彰 

国
際
教
養
大
学
、
３
大
学
と
連
携
し
策
定 

農
村
集
落
の
活
性
化
プ
ラ
ン
を
報
告 

鳥
海
ダ
ム
「
検
討
の
場
」
の
第
２
回
会
合 

代
替
案
の
作
成
方
針
な
ど

確
認 

　
「
農
村
集
落
元
気
づ
く
り
事
業

報
告
会
」
が
二
月
十
二
日
、
大
内

地
域
の
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
農
村
集
落
の
活
性
化
プ
ラ
ン

の
策
定
を
国
際
教
養
大
学
が
県
立

大
学
や
筑
波
大
学
、
早
稲
田
大
学

と
連
携
し
、
集
落
と
協
働
で
実
施

し
た
も
の
で
す
。 

　
潟
保
集
落（
西
目
）で
は
「
リ
ン

ゴ
の
加
工
品
開
発
と
活
用
」
、
坂

之
下
集
落（
矢
島
）で
は
「
世
代
間

交
流
と
農
業
体
験
、
民
泊
の
実

施
」
、
新
上
条
集
落（
由
利
）で
は

「
直
売
所
の
持
続
的
発
展
、
実
験

農
場
開
設
」
、
滝
集
落（
大
内
）で

は
「
林
間
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
」
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
滝
俣
集
落（
岩
城
）で
は

「
稲
刈
り
体
験
、
コ
メ
の
出
張
販

売
」
、
天
神
集
落（
鳥
海
）で
は

「
キ
ノ
コ
の
缶
詰
と
わ
ら
細
工
の

活
用
」
、
中
直
根
集
落（
同
）で
は

「
ア
ケ
ビ
つ
る
細
工
、
ピ
ザ
窯
の

Ｐ
Ｒ
」
、
赤
田
地
区（
本
荘
）で
は

「
東
光
館
を
核
と
し
た
活
性
化
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
学
生
や
地
域
の
皆
さ
ん

約
百
二
十
人
が
参
加
。
、
集
落
の

資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
斬
新
な
切

り
口
で
再
興
を
目
指
す
学
生
の
発

表
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
新

年
度
に
は
、
集
落
ご
と
の
プ
ラ
ン

が
実
践
に
移
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

集落ごとの活性化プランや 
取り組みが注目の的に―― 

賞状を手にする板垣幸三さん、敏子さん夫妻 

　
優
れ
た
技
能
を
磨
き
、
長
年
に

わ
た
っ
て
業
界
の
発
展
や
後
進
の

育
成
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
た
た

え
る
「
市
優
良
技
能
者
表
彰
式
」

が
二
月
二
十
二
日
、
ホ
テ
ル
ア
イ

リ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、

佐
々
木
專
司
さ
ん
（
　
歳･

前
郷･

建
築
大
工
業
）
、
田
口
忠
一
さ
ん

（
　
歳･

石
脇･

同
）
、
川
上
幸
一

さ
ん
（
　
歳･

岩
城
亀
田
大
町･

建

具
業
）
、
吉
尾
榮
さ
ん
（
　
歳
・

牛
寺
・
左
官
業
）
、
三
浦
修
さ
ん

（
　
歳･

岩
谷
町･

電
気
工
事
業
）

の
五
人
で
す
。 

　
長
谷
部
市
長
は
「
『
技
能
は
人

な
り
』
と
申
し
ま
す
よ
う
に
、
卓

越
し
た
優
良
技
能
者
に
よ
る
技
能

の
集
積
が
、
必
ず
将
来
に
わ
た
り

地
域
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
栄
え
あ
る
受
賞
を
契

機
と
し
て
、
熟
練
の
技
を
次
代
を

担
う
技
能
後
継
者
に
継
承
さ
れ
ま

す
よ
う
、
併
せ
て
業
界
の
発
展
と

地
域
産
業
の
振
興
の
た
め
、
ご
精

進
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

次
回
の
会
合
で
代
替
案
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
第
２
回
「
検
討
の
場
」 

　
鳥
海
ダ
ム
建
設
の
「
検
討
の
場
」
の
第

二
回
会
合
が
二
月
二
十
三
日
、
秋
田
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
国
土
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
か
ら
ダ
ム
建
設
と
比

較
す
る
代
替
案
と
し
て
、
治
水
と
利
水
の

対
策
別
に
複
数
案
を
作
成
す
る
方
針
が
示

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
点
項

目
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

 

長
谷
部
市
長
は
「
調
査
事

務
所
の
設
置
か
ら
十
七
年
も

経
過
し
て
お
り
、
こ
の
検
討

の
場
に
こ
れ
ま
で
の
時
間
や

成
果
が
ど
う
生
か
さ
れ
る
の

か
。
今
年
の
よ
う
に
豪
雪
の

年
は
、
春
先
の
雪
解
け
に
よ

る
水
害
も
心
配
さ
れ
る
。
代

替
案
が
地
域
住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
方
策
な
の
か
、
疑

問
を
感
じ
る
」
な
ど
の
意
見

を
通
し
て
速
や
か
な
作
業
の

進
捗
を
要
望
し
ま
し
た
。 

　
次
回
に
代
替
案
が
示
さ
れ
、

以
降
の
検
討
の
場
で
意
見
を

出
し
合
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

県
有
種
雄
牛
・
肉
用
枝
肉
共
励
会
で 

板
垣
さ
ん（
雪
車
町
）

、最
優
秀
賞
に 

　
県
肉
牛
生
産
振
興
協
議
会
な
ど
主
催

の｢

県
有
種
雄
牛｣

肉
牛
枝
肉
共
励
会
が

二
月
二
十
一
日
秋
田
市
で
行
わ
れ
、
板

垣
幸
三
さ
ん（
　
歳
・
雪
車
町
）の
出
品

し
た
枝
肉
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
共
励
会
は
、
県

所
有
種
雄
牛
に
よ
る

肉
用
牛
の
普
及
と
ブ

ラ
ン
ド
力
の
拡
大
を

目
的
に
、
昨
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
審
査
講
評
で
「
枝

肉
重
量
が
５
３
６
・

５
㌔
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
が
　
平
方
㌢
と
大

き
く
、
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
」
と
の
高
い
評

価
を
受
け
た
板
垣
さ

ん
。
「
Ｅ
Ｔ
受
精
卵

産
子
の
、
と
て
も
丈

夫
な
牛
で
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
今
、

県
有
種
雄
牛
の
子
牛
を
二
十
頭
ほ
ど
肥

育
し
て
お
り
、
県
産
牛
の
販
売
力
が
高

ま
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。 

　
畜
産
振
興
の
要
で
あ
る
秋
田
由
利
牛

に
つ
い
て
は
「
味
に
甘
み
、
脂
が
あ
っ

さ
り
す
る
な
ど
、
コ
メ
を
食
べ
さ
せ
て

い
る
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
地
域
が
誇
る
特

産
の
魅
力
に
強
い
思
い
を
込
め
ま
し
た
。 

８８ 

５９ 

７１ 

７０ 

６８ 

７０ 

６９ 

！ 

地域へ 
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の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
や
、
防
火
衣
を

身
に
ま
と
い
消
防
団
へ
の
加
入
促

進
を
行
う
選
手
な
ど
も
い
て
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
五
日
に
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
キ
ー
ク
ロ
ス

日
本
代
表
の
瀧
澤
宏
臣
選
手
に
よ

る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

（
ト
リ
プ
ル
ク
ロ
ス
実
行
委
員
会

主
催
・
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
）

が
行
わ
れ
、
市
内
外
の
十
一
人
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。
瀧
澤
選

手
は
「
ス
キ
ー
や
ス
キ
ー
場
の
楽

し
み
方
を
子
ど
も
の
う
ち
に
気
付

か
せ
て
あ
げ
た
い
。
整
備
さ
れ
た

ゲ
レ
ン
デ
や
ポ
ー
ル
練
習
だ
け
で

は
な
く
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
滑

ら
せ
て
体
感
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
事
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
の
視
野
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

翌
六
日
に
は
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
・
ス
キ
ー
ボ
ー
ド
の
三
種

の
ク
ロ
ス
競
技
を
行
う
「
ト
リ
プ

ル
ク
ロ
ス
大
会
」
も
行
わ
れ
、
五

十
人
の
選
手
が
参
加
。
瀧
澤
選
手

も
ち
び
っ
こ
選
手
と
一
緒
に
な
っ

て
参
加
す
る
な
ど
、
大
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

同
ス
キ
ー
場
の
営
業
は
今
月
二

十
一
日
ま
で
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
滑

り
納
め
に
、
最
後
の
シ
ュ
プ
ー
ル

を
ゲ
レ
ン
デ
に
描
い
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

　
　
「
第
１
回
市
民
ス
キ
ー
大
会
」

が
二
月
二
十
七
日
、
鳥
海
高
原
矢

島
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
回
転
競
技
に
就
学
前
児
童
が

対
象
の
キ
ッ
ズ
の
部
か
ら
六
十
六

歳
以
上
の
男
性
が
対
象
の
壮
年
男

子
Ｂ
ま
で
全
十
九
の
組
別
に
百
十

二
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
初
め
て
の

大
会
出
場
に
緊
張
す
る
子
ど
も
に

は
、
家
族
や
友
人
か
ら
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
犬

スピード感あふれる滑り

「スキーの楽しさを伝
　えたい」と瀧澤選手

多様なパフォーマンスが大会を盛り上げた「第１回市民スキー大会」

　出羽伝承館で３月５日、手づくり紙しばいフェスティバル
が行われ、読み聞かせ活動をされている市内７つの個人・団体
の皆さんが紙しばいを通じて地域に伝わる昔話や伝統、文化、
命の大切さを伝え、約130人の参加者を魅了。子どもから大
人までが心あたたまる楽しいひとときを過ごしました。

　西目ライオンズクラブ（齋藤作圓会長）創立15周年記念ア
クティビティとして音楽会「春一番　童謡と日本の名歌」が
３月５日、西目公民館シーガルで開かれ、ソプラノ歌手の市
川倫子さんとピアニストの腰塚賢二さんの素敵なハーモニー
を、西目小児童や保護者、会員など約500人が楽しみました。

50人の選手が参加した
トリプルクロス大会

ちびっこ
ライダーも
かっこよく
きまっています

平成23年３月15日号 広報ゆりほんじょう

　

春
を
告
げ
る
風
物
詩
「
由
利
本

荘
ひ
な
街
道
」。
本
荘
・
矢
島
・

岩
城
・
大
内
地
域
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
三
日
は
「
町
中
ひ
な
め
ぐ

り
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と
由
利
高
原
鉄
道
「
お
ひ
な
っ
こ

列
車
」
の
開
始
式
が
矢
島
駅
で
行

わ
れ
、
矢
島
保
育
園
の
年
長
児
や

地
域
の
方
た
ち
な
ど
約
百
五
十
人

が
参
加
。
列
車
の
乗
客
を
迎
え
た

後
、
市
観
光
大
使
の
加
藤
夏
希
さ

ん
か
ら
の
映
像
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
イ
ベ
ン
ト
の
成

功
を
願
い
ま
し
た
。
ご
夫
婦
三
組

で
矢
島
の
ひ
な
め
ぐ
り
に
訪
れ
た

齋
藤
幹
夫
さ
ん
（
70
歳
・
子
吉
）

は
「
お
ひ
な
っ
こ
列
車
は
春
ら
し

く
て
大
変
楽
し
か
っ
た
。
本
荘
、

大
内
も
巡
り
ま
し
た
よ
」
と
、
ひ

な
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

六
日
は
「
本
丸
の
館
ひ
な
ま
つ

り
」
が
修
身
館
と
本
丸
の
館
で
行

わ
れ
、
稚
児
衣
装
で
着
飾
っ
た
本

荘
保
育
園
児
の
大
合
唱
、
ご
て
ん

ま
り
作
り
や
「
本
荘
傘
鉾
」
つ
る

し
飾
り
作
り
の
体
験
、
う
ど
ん
や

漬
物
、
本
荘
ハ
ム
フ
ラ
イ
な
ど
の

出
店
も
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　
「
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
」
は
今
月

二
十
一
日
（
岩
城
地
域
の
み
四
月

三
日
）、
資
料
館
・
美
術
館
の
合

同
企
画
展
は
四
月
三
日
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
春
の
訪
れ
を
感
じ

な
が
ら
、
ひ
な
め
ぐ
り
に
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

　第24回鳥海生涯学習発表会が２月27日、紫水館で開催され、
約280人が集い、大正琴や詩吟、歌やダンスに短歌や写真な
ど各教室の皆さんが日ごろの活動成果を披露しました。この
ほか、似顔絵コーナーや講演会「南部トリオ・ザ・シャーマ
ンバラエティーショー」もあり、大いに盛り上がりました。

　2011雪上野球Ｗ杯東由利大会が２月27日、東由利野球場
で開催され、市内外から参加した一般12チーム、ジュニア
４チームが雪上で熱戦を展開しました。雪に足を取られたり、
ボールが雪に埋まってしまうなど、雪上ならではの珍プレー
も続出。会場は選手や応援団の笑顔と歓声で包まれました。

「うれしいひなまつり」を大合唱♪（本丸の館ひなまつり） 由利本荘「ひな街道」始まりました！（「町中ひなめぐり」オープニングセレモニー）

「本荘傘鉾」つるし飾り作りを体験
　　　　　　　（本丸の館ひなまつり）

由利公民館でも「つるし雛」が展示されました矢島保育園の年長さんも乗客を歓迎しました
　　　　　　　　　 （「町中ひなめぐり」オープニングセレモニー）



活
動
内
容　

不
法
投
棄
や
河
川
へ

　

の
地
域
要
望
な
ど
、
子
吉
川
に

　

関
す
る
情
報
提
供

活
動
範
囲　

子
吉
川
河
口
か
ら
新

　

二
十
六
木
橋
ま
で

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

本
市
に
在
住
し
、
子

　

吉
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、

　

河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
満
20

　

歳
以
上
の
健
康
な
方
（
過
去
の

　

経
験
者
を
除
く
）

報
酬　

月
額
４
千
５
百
円
程
度

任
期　
本
年
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

応
募
方
法　
履
歴
書（
写
真
添
付
）

　

に
応
募
理
由
や
日
常
生
活
に
お

　

け
る
子
吉
川
と
の
関
わ
り
な
ど

　

を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

４
月
20

　

日
㈬
ま
で
必
着
で
、 

〒
０
１
０

　

―

０
９
５
１　

秋
田
市
山
王
１

　

丁
目
10
番
29
号　

国
土
交
通
省

　

秋
田
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管

　

理
課　

☎
０
１
８―

８
６
４　

　

―

２
２
９
０

対
象　

本
市
に
在
住
し
、
身
体
障

　

害
者
手
帳
（
１
〜
３
級
）
の
交

　

付
を
受
け
た
在
宅
の
障
が
い
者

　

 （
児
）
の
う
ち
、
視
覚
、
平
衡

　

感
覚
、
下
肢
、
体
幹
、
乳
幼
児

　

期
以
前
の
非
進
行
性
の
脳
病
変

　

に
よ
る
運
動
機
能（
移
動
機
能
）

　

と
内
部
障
が
い
者
（
児
）

補
助
額　

利
用
券
１
枚
に
つ
き
、

　

小
型
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金

乗
車
区
域　

市
内
、
に
か
ほ
市
内

利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
24

　

年
３
月
31
日

申
請
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
と

　

印
鑑
を
持
参
し
て
申
請
先
へ

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支

　

援
課　

☎
24―

６
３
１
４
、
ま

　

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

第
２
回
由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ

市
消
防
広
域
化
協
議
会
を
、
３
月

28
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
、
本
市
役

所
４
階
・
正
庁
を
会
場
に
開
催
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
聴
講
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
消
防
本
部
総

　

務
課　

☎
22―

４
２
８
２

　

建
築
物
耐
震
診
断
の
結
果
、
施

設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
利
用
の

際
の
安
全
確
保
が
困
難
な
施
設
と

診
断
さ
れ
た
た
め
、
３
月
１
日
㈫

か
ら
使
用
を
停
止
し
て
い
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課　

　

☎
24―

６
１
８
３

　

平
成
23
年
度
の
児
童
扶
養
手
当

の
額
が
22
年
度
よ
り
0.4
％
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。（
加
算
額
な
ど
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

　

☎
24―

６
３
１
９
、
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

 「
訪
問
販
売
」「
電
話
勧
誘
販

売
」
な
ど
、
全
国
的
に
高
齢
者
の

不
安
に
つ
け
込
む
悪
質
商
法
の
被

害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
市
の
消

費
生
活
相
談
に
は
、
年
間
百
七
十

件
ほ
ど
の
相
談
（
平
成
21
年
）
が

あ
り
、
由
利
本
荘
警
察
署
で
も
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

不
安
な
心
理
や
環
境
を
あ
お
り
、

高
額
な
契
約
を
結
ば
せ
る
悪
質
商

法
。
市
が
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
そ
の
手
口
と
対
処
法
を
知
り
、

被
害
の
未
然
防
止
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

　

 「
も
し
か
し
て
、
悪
質
商
法
で

は…

」
と
感
じ
た
ら
、
市
民
課
市

民
相
談
室
（
☎
24―

６
２
５
１
）、

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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22年度
41,720円
41,710円
～9,850円

41,550円
41,540円
～9,810円

→全部支給

※支給額はともに月額。
　受給されている方には改定後の証書を
　４月上旬までに郵送します。

一部支給

23年度

公
営
住
宅

　

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
）

　
　
　
　
　
　
　

１
戸（
愛
宕
東
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

　

本
荘
地
域　
　

３
戸（
伊
勢
堂
）

申
込
期
限　

３
月
25
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

入

　

居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
都

　

市
計
画
課　

☎
24―

６
３
３
４
、

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

　

市
文
化
交
流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
検
討・

実
施
す
る
意
欲
の
あ
る
方
を
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
し

て
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

18
歳
以
上
で
本
市
在

　

住
の
方
／
月
に
１
、
２
度
開
催

　

す
る
会
議
に
参
加
で
き
る
方

募
集
人
数　

30
人
程
度

募
集
期
間　

４
月
30
日
㈯
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市

　

文
化
交
流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」 

市

　

民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
準
備

　

会
事
務
局
（
企
画
調
整
課
内
）

　

☎
24―

６
２
３
９
、 
Ｆ
Ａ
Ｘ
23

　

―

１
３
２
２
、
メ
ー
ル fukugo

　

@
city.yurihonjo.akita.jp

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
由
利
総
合
支
所
臨
時
職
員
】

募
集
人
員　

１
人

勤
務
内
容　

調
理
全
般
、
ホ
ー
ル

　

の
接
客
な
ど

勤
務
地　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

　

ナ
ル
「
や
ま
ゆ
り
」（
西
沢
字

　

南
由
利
原
）

応
募
資
格　

心
身
と
も
に
健
康
で

　

現
地
ま
で
通
勤
可
能
な
方

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分
（
勤
務
日
、
休
日

　

は
施
設
内
職
員
で
ロ
ー
テ
ー

　

シ
ョ
ン
）

賃
金　

月
額
12
万
９
千
６
百
円

　

 （
通
勤
手
当
あ
り
）

雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月
30

　

日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

３

　

月
24
日
㈭
ま
で
、
由
利
総
合
支

　

所
振
興
課　

☎
53―

２
１
１
２

【
発
掘
調
査
補
助
員
（
県
緊
急
雇

用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
）】

募
集
人
員　

１
人

勤
務
内
容　

遺
跡
発
掘
調
査
補
助

　
（
発
掘
調
査
指
導
）

勤
務
地　

発
掘
作
業…

提
鍋
遺
跡

　

発
掘
調
査
現
場
（
鳥
海
町
上
川

　

内
字
西
野
）
／
整
理
作
業…

本

　

荘
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス（
桜
小
路
）

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
）

雇
用
期
間　

４
月
15
日
〜
10
月
14

　

日
（
更
新
可
）

※

健
康
調
査
カ
ー
ド
も
あ
わ
せ
て

　

提
出
く
だ
さ
い

　

県
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事

業
に
よ
る
雇
用
期
間
は
、
通
算
し
て
１

年
ま
で
の
期
間
に
制
限
さ
れ
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

３
月
30
日
㈬
ま
で
、
教
育
委
員

　

会
文
化
課　

☎
24―

６
２
８
８

日
時　
４
月
８
日
㈮
開
講
、
毎
週
金

　

曜
日
の
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分

会
場　
本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
な
ど

内
容　
初
級
程
度
の
日
本
語
学
習 

　

 （
日
常
会
話
、
読
み
書
き
な
ど
）、

　
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
を
設
定

対
象　

本
市
在
住
の
外
国
出
身
者

　

 （
企
業
研
修
生
を
除
く
）

受
講
料　
２
千
５
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

申
込
書
を
添
え
て
３
月
28
日
㈪

　

ま
で
の
平
日
午
前
９
時
か
ら
午

　

後
５
時
、
本
荘
公
民
館　

☎
22

　

―

０
９
０
０
、
藤
嶋
英
子
さ
ん

　

☎
22―

６
０
０
３

【
水
泳
教
室
】
各
定
員
30
人

※

各
級
、
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
10
分

○
初
級
（
ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
）

開
催
日　

４
月
７
日
㈭
か
ら
毎
週

　

木
曜
日　

全
８
回

○
中
級
（
ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
、

　

平
泳
ぎ
）

開
催
日　

４
月
４
日
㈪
か
ら
毎
週

　

月
曜
日　

全
８
回

○
上
級
（
ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
、

　

平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）

開
催
日　

４
月
１
日
㈮
か
ら
毎
週

　

金
曜
日　

全
８
回

参
加
費　

千
円

【
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
】
各

　

定
員
30
人　

※

各
コ
ー
ス
、
午

　

前
11
時
15
分
〜
午
後
０
時
10
分

○
月
曜
コ
ー
ス　

開
催
日　

４
月
４
日
㈪
か
ら
毎
週

　

月
曜
日　

全
８
回

○
木
曜
コ
ー
ス　

開
催
日　

４
月
７
日
㈭
か
ら
毎
週

　

木
曜
日　

全
８
回

○
金
曜
コ
ー
ス　

開
催
日　

４
月
１
日
㈮
か
ら
毎
週

　

金
曜
日　

全
８
回

講
師　

田
口
真
由
美
さ
ん
、
大
川

　

は
る
か
さ
ん

参
加
費　

千
円

【
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
】
定
員
20
人

開
催
日　

４
月
５
日
㈫
か
ら
毎
週

　

火
曜
日　

全
12
回　

午
前
10
時

　

30
分
〜
11
時
20
分

講
師　

結
城
由
美
子
さ
ん

参
加
費　

１
千
５
百
円

【
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
】
１

　

〜
３
歳
対
象
・
定
員
15
組　

開
催
日　

４
月
７
日
㈭
か
ら
毎
週

　

木
曜
日　

全
12
回　

午
後
２
時

　

15
分
〜
３
時

講
師　

高
橋
昭
子
さ
ん

参
加
費　

１
千
５
百
円

※

参
加
費
は
教
室
初
日
に
い
た
だ

　

き
ま
す
。
プ
ー
ル
使
用
料
は
毎

　

回
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
15
日
㈫
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

　

課　

☎
24―

６
２
８
７

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成23年３月15日号平成23年３月15日号平成23年３月15日号

【受付口座】秋田銀行と北都銀行の各店に救
　援金専用の振込用紙が備えられています
※振込手数料は無料です
　　このほか、郵便振替でも取り扱ってい
　ます。詳しくは郵便局窓口まで。日本赤十
　字社窓口（市役所福祉支援課、各総合支
　所市民福祉課）でも受け付けています。
◆問い合わせ先　福祉支援課　☎24－6315



展
示
会
場　

各
地
域
の
商
店
と
個
人
宅

【
本
荘
・
矢
島
・
大
内
地
域
】

　

３
月
21
日
（
月
・
祝
日
）
ま
で

【
岩
城
地
域
】

　

４
月
３
日
㈰
ま
で

期
間　

４
月
３
日
㈰
ま
で

会
場　
【
本
荘
】
本
荘
郷
土
資
料
館
、
修

　

身
館
／
【
矢
島
】
矢
島
郷
土
資
料
館

　

／
【
岩
城
】
亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美

　

術
館
、
岩
城
歴
史
民
俗
資
料
館
／

　

 【
大
内
】
出
羽
伝
承
館

問
い
合
わ
せ
先　
市
観
光
協
会　

☎
24

　

―

６
３
４
９
（※

土
・
日
・
祝
日
は
、 

　

☎
０
８
０―

５
５
７
６―

５
９
２
７
）

日
時　

３
月
24
日
㈭　

午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

会
場　

本
荘
中
央
児
童
館

内
容　

手
作
り
大
型
紙
し
ば
い

　

 「
泣
い
た
赤
鬼
」、
ひ
な
ま
つ

　

り
会
（
参
加
費
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
中
央
児
童

　

館　

☎
22―

３
４
８
９

期
間　

〜
３
月
31
日
㈭
ま
で
の
午

　

前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場　

天
鷺
ワ
イ
ン
城
内　

売
店

内
容　

亀
田
・
道
川
保
育
園
の
園

　

児
が
製
作
し
た
お
ひ
な
様
を
は

　

じ
め
、
各
種
ひ
な
人
形
を
展
示

　

し
て
い
ま
す
（
入
場
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先　

有
限
会
社
天
鷺

　

ワ
イ
ン　

☎
74―

２
１
０
０
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新着案内
《一般書》
国家の命運　　　　　　　　　藪中三十二
女が国家を裏切るとき　　　　菅　　聡子
日本を診る　　　　　　　　　片山　善博
帝国ホテルの不思議　　　　　村松　友視
ゆっくり急ぐ　　　　　　　　外山滋比古
なぜ、国際教養大学で人材は育つのか
　　　　　　　　　　　　　　中嶋　嶺雄
四畳半王国見聞録　　　　　　森見登美彦
トモスイ　　　　　　　　　　高樹のぶ子
純平、考え直せ　　　　　　　奥田　英朗
その人の想い出　　　　　　　吉村　　昭
天皇さんの涙　　　　　　　　阿川　弘之
妄想気分　　　　　　　　　　小川　洋子
おしまいのデート　　　　　　瀬尾まいこ
木村伊兵衛の秋田　　　　　　木村伊兵衛
知れば知るほど面白い！江戸三百藩
　　　　　　　　　　　　　　山本　　明
発達障害当事者研究　　　　　綾屋　紗月
フェイスブック若き天才の野望
　　　　　　デビッド・カークパトリック
翼のある猫　　　イサベル・ホーフィング
しょっちゅうウソをつかれて
しまうあなたへ　　　　パメラ・メイヤー
ハーフ・ザ・スカイ
　　　　　　　ニコラス・Ｄ・クリストフ
グッドバイバタフライ　　　　森　　英恵
韓国人の作法　　　　　　　　金　　栄勲
年金１年生　　　　　　　　　菅野美和子
最高齢プロフェッショナルの教え
　　　　　　　　　　　　徳間書店取材班
働く君に贈る25の言葉　　　　佐々木常夫
ピンチに勝てる脳　　　　　　茂木健一郎

《児童書》
バムとケロのもりのこや　　　島田　ゆか
やさしい女の子とやさしいライオン
　　　　　　　　　　　　　ふくだすぐる
はやくはやくっていわないで　  平澤　一平
チャンスの神さま　　　　　　藤田　千津
おまじないのてがみ　　　　赤羽じゅんこ
最果てのサーガ　　　リリアナ・ボドック
ぼくがいちばん！　　ルーシー・カズンズ

　アナログ放送は本年７月に終了しますが、市ケーブルテレビでは、
総務省から暫定措置の要請を受け、県内地上デジタル放送の５波をア
ナログに変換して再送信する「デジアナ変換」サービスを「７月１日
から平成27年３月まで」実施します。
　デジアナ変換放送により、まだ使用可能なアナログテレビやアナロ
グチューナー内蔵の録画機器などが現在お使いのまま継続して有効利
用できることや、２台目、３台目の買換え費用の一時的な負担を軽減
することができるなどのメリットがあります。
◆問い合わせ先　市ＣＡＴＶセンター　☎65－3722

　

平
成
21
年
７
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
優

待
事
業
「
あ
き
た
子
育
て
ふ
れ
あ

い
カ
ー
ド
」。
協
賛
店
も
増
え
、

持
ち
運
び
や
す
い
Ａ
５
サ
イ
ズ
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
こ
の
ほ
ど
作
成

し
ま
し
た
。

対
象
世
帯　

中
学
生
以
下
の
子
ど

　

も
、
ま
た
は
妊
婦
の
い
る
世
帯

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布　

小
学
校
、

　

幼
稚
園
、
保
育
園
を
通
じ
て
配

　

布
し
ま
す
。
前
述
以
外
の
世
帯

　

の
方
は
お
手
数
で
す
が
、
市
の

　

窓
口
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ

　

い
。（
１
世
帯
１
部
）

配
布
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先　

子

　

育
て
支
援
課　

☎
24―

６
３
１

　

９
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
す

で
に
所
有
権
を
移
転
さ
れ
た
方
や

車
両
を
廃
棄
さ
れ
た
方
は
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

車
種
に
よ
っ
て
、
手
続
き
先
や

書
類
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
住
民
税

　

班　

☎
24―

６
３
０
３
、
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
振
興
課

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

応
募
資
格　

平
成
24
年
４
月
１
日

　

現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

　

方
（
24
年
３
月
大
学
卒
業
見
込

　

み
を
含
む
）

試
験
日　

５
月
14
日
㈯
、
15
日

　

 （
日・

飛
行
要
員
希
望
者
）

【
一
般
曹
候
補
生
】

応
募
資
格　

平
成
24
年
４
月
１
日

　

現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　

方
試
験
日　
５
月
21
日
㈯

【
共
通
事
項
】

試
験
場
所　

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

　

 （
秋
田
市
）

受
付
期
間　

〜
５
月
６
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

 

自
衛
隊
由
利
本
荘
地
域
事
務
所

　

☎
22―

３
４
７
９

　

県
有
施
設
の
有
効
活
用
の
た
め
、

由
利
地
域
振
興
局
が
所
管
す
る
職

員
会
館
内
の
大
広
間
な
ど
の
部
屋

を
有
料
で
個
人
や
団
体
が
利
用
で

き
る
よ
う
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

町
内
会
の
会
合
や
各
種
集
会
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
の
際
は
由
利
地
域
振
興
局

へ
所
定
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
由
利
地
域
振

　

興
局
総
務
経
理
課　

☎
22―

５

　

４
３
１

※

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
財
産
活
用
課
の
所

　
属
ペ
ー
ジ
）
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す

　
■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時
・
会
場　

３
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午
・
市
役
所
附

　

属
会
館　

２
階
１
号
室

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

※

以
上
の
相
談
の
ほ
か
に
は
、
市

　

民
課
市
民
相
談
室
と
各
総
合
支

　

所
市
民
福
祉
課
の
職
員
が
対
応

　

し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
市
民
相
談
室　

☎
24―

　

６
２
５
１

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

　本市に住所を有し、小・中学校に在学す
る児童生徒の保護者で、経済的な理由によ
り就学させることが困難な方に対して、就
学費用の援助を行っています。
◆対　象
　世帯員全員の所得額または収入額が「認
定基準額」以下の方
※認定基準額は各世帯の構成員数や年齢な
　どにより異なります
◆申請方法
　市教育委員会学校教育課、各地域の教育
学習課に備え付けの申請書に記入の上、必
要書類とともに提出してください
◆申請時期
　受け付けは随時行っています。４月から
新たに小学校、中学校に入学予定の児童生
徒の場合は、４月28日㈭までに申請して
ください。
※すでに就学援助を受けている方の申請は
　不要です
◆問い合わせ先

平成23年３月15日号平成23年３月15日号平成23年３月15日号



全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

　

全
国
選
抜
大
会
に
出
場
す
る
県

代
表
選
手
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

■
本
荘
高
校 

▽
第
22
回
全
国
高
校
選
抜
ボ
ー
ト
大

　

会
（
３
月
25
日
〜
27
日
・
静
岡
県
）

佐
々
木
こ
な
み
さ
ん
（
２
年
・
葛

岡
）、
荒
川
絵
莉
香
さ
ん
（
２
年・

谷
山
小
路
）、
菊
池
里
奈
さ
ん
（
１

年
・
三
条
）、
高
橋
由
意
さ
ん
（
１

年
・
町
村
）、
佐
々
木
怜
さ
ん
（
１

年
・
に
か
ほ
市
）、
須
山
珠
愛
さ

ん
（
１
年
・
大
鍬
町
）、
土
方
彩

加
さ
ん
（
１
年
・
石
脇
）

▽
第
33
回
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大

　

会
（
３
月
20
日
〜
21
日
・
東
京
都
）

松
本
拳
弥
君
（
２
年
・
秋
田
市
）、

越
川
あ
ゆ
み
さ
ん
（
２
年
・
に
か

ほ
市
）、
阿
部
菜
那
さ
ん
（
１
年・

石
脇
）

■
由
利
工
業
高
校 

▽
第
29
回
全
国
高
校
選
抜
ソ
フ
ト

　

ボ
ー
ル
大
会
（
３
月
20
日
〜
24

　

日
・
静
岡
県) 

斎
藤
怜
君
（
２
年
・
神
沢
）、
佐
々

木
渉
汰
君
（
２
年
・
東
鮎
川
）、
畠

山
心
君
（
２
年
・
石
脇
）、
山
科
拓

朗
君
（
２
年・

同
）、
遠
藤
千
騎
君

（
２
年
・
同
）、
今
野
星
河
君
（
２

年・

に
か
ほ
市
）、小
野
弘
道
君（
２

年
・
石
脇
）、
佐
藤
祐
汰
君
（
２
年

・

秋
田
市
）、
畠
山
奨
君
（
２
年・

東
由
利
蔵
）、
斎
藤
竜
冶
君
（
１
年

・

石
脇
）、
下
山
田
祐
輔
君
（
１
年

・

一
番
堰
）、
遠
藤
隼
人
君
（
１
年

・

赤
田
）、
高
橋
裕
登
君
（
１
年・

石
脇
）、
小
笠
原
唯
寛
君
（
１
年・

同
）、
田
口
翔
也
君
（
１
年
・
同
）

経
済
産
業
省
・
統
計
功
労
表
彰

　

経
済
産
業
省
が
所
管
す
る
統
計

調
査
の
功
労
者
と
し
て
、
佐
藤
節

子
さ
ん
（
66
歳
・
矢
島
町
七
町
）、

山
下
サ
カ
エ
さ
ん
（
66
歳
・
岩
城

亀
田
大
町
）、
木
内
幸
一
さ
ん
（
58

歳
・
東
鮎
川
）
が
感
謝
状
を
受
け

ま
し
た
。

　

秋
田
銀
行
役
職
員
の
皆
さ
ん
が

豪
雪
災
害
の
見
舞
金
と
し
て
寄
付

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

同
行
本
荘
支
店
の
田
畑
和
彦
支

店
長
と
高
橋
英
幸
次
長
が
二
月
二

十
三
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
市
長

へ
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

朝
日
綜
合
株
式
会
社
ア
パ
マ
ン

シ
ョ
ッ
プ
本
荘
店
（
熊
谷
邦
夫
代

表
取
締
役
）
が
同
社
の
創
立
三
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
市
に
篤

志
を
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

二
月
十
八
日
に
市
役
所
を
訪
れ

た
熊
谷
代
表
取
締
役
は
、「
市
の

福
祉
関
係
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
市
長
に
寄
付
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。
大
切
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
総
合
体
育
館
で
二
月
十
九
、

二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
秋
田

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
浜
松・

東
三
河
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
の
ホ
ー

ム
戦
。
試
合
前
日
の
十
八
日
、
選

手
の
皆
さ
ん
な
ど
十
四
人
が
市
役

所
を
訪
れ
ま
し
た
。
記
念
に
、
長

谷
川
誠
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
か
ら
市
長
へ
「
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｂ
Ｅ
」
の
名
前
入
り
の
チ
ー
ム
の

ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
荘
保
育
園
、
風
の
子
保
育
園
、

ひ
か
り
保
育
園
の
年
長
児
七
十
七

人
が
二
月
十
六
日
、
本
荘
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を

学
び
ま
し
た
。
卒
園
の
記
念
に
と

開
催
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教

室
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
め
か
し
し
た

児
童
は
、
食
事
の
作
法
を
教
わ
っ

た
後
、
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
を
上

手
に
使
っ
て
、
前
菜
か
ら
魚
や
肉

の
メ
イ
ン
料
理
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど

を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

矢
島
小
学
校
（
金
利
紀
校
長
）

で
二
月
二
十
五
日
、
矢
島
リ
ア
ル

熟
議
が
行
わ
れ
、
同
地
域
の
代
表

者
や
保
護
者
、
教
員
な
ど
が
集
い
、

「
地
域
と
学
校
の
連
携
強
化
」
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
意

見
を
出
し
合
い
議
論
を
深
め
ま
し

た
。「
八
朔
ま
つ
り
な
ど
伝
統
行

事
に
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
」
そ

の
た
め
に
は
「
地
域
と
学
校
が
情

報
を
共
有
し
て
い
こ
う
」
な
ど
と

意
見
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
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市長へ寄付金を渡す田畑支店長（左）

熊谷代表取締役（右）から市長へ
寄付金が手渡されました

秋田ノーザンハピネッツ選手の
皆さんと一緒に

おいしい料理ににっこり。みんな
上手にいただきました

熱い議論が交わされました

平成23年３月15日号 広報ゆりほんじょう

　胃がん死亡の減少をめざして、
検診の新しいシステムづくりの研
究が始まり、23年度から本市でも
行われます。今回、胃がん検診研
究責任者の後藤田先生から講話い
ただきます。
　　　　３月22日㈫
　　　　午後２時～３時30分
　　　　鶴舞会館

　　　　国立国際医療研究センター
　　　　内視鏡科長・消化器科医長
　　　　後藤田卓志 先生
※後藤田先生は、現在由利組合総
　合病院消化器科に研究責任者と
　して勤務しています。

　

二
月
十
一
日
に
南
由
利
原
青
少
年
旅
行
村
で

「
雪
ま
つ
り
in
鳥
海
高
原
２
０
１
１
（
主
催
・

由
利
本
荘
市
観
光
協
会
）
が
行
わ
れ
、
本
荘
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
生
約
四
十
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
「
地
元
う
ま
い
も
の
テ
ン
ト
村
」

で
の
特
産
品
販
売
を
は
じ
め
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
体
験
や
餅
つ
き
大
会
、
乗
馬
体
験
、
ブ
ラ
ウ

ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の
選
手
と
の
交
流
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
外
出
身
の
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
、
見
渡

す
限
り
広
が
る
雪
原
は
、
な
じ
み
の
薄
い
光
景
。

愛
知
県
出
身
の
山
内
滉
平
さ
ん
（
電
子
１
年
）

と
東
京
都
出
身
の
山
田
大
地
さ
ん
（
電
子
１
年
）

は
「
期
末
テ
ス
ト
が
終
わ
り
、
あ
り
余
る
パ
ワ
ー

を
発
散
し
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
た
。
地
元
で

は
雪
が
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
の
で
、
こ
ん
な
に

雪
が
積
も
っ
て
い
る
の
は
新
鮮
な
気
持
ち
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
す
る
合
間
に
、
雪
の

タ
ワ
ー
づ
く
り
競
争
に
参
加
す
る
学
生
グ
ル
ー

プ
も
ち
ら
ほ
ら
。
入
賞
者
に
は
賞
品
が
贈
ら
れ

る
と
あ
っ
て
、
少
し
で
も
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
よ

り
雪
の
塊
を
高
く
積
も
う
と
悪
戦
苦
闘
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
百
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

を
越
す
雪
の
塔
が
続
々
と
出
来
上
が
る
中
、
終

了
間
際
に
な
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
た
タ
ワ
ー

が
崩
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
続
出
し
、
笑
い
声
と

悲
鳴
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

県
立
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
佐
藤
望
さ
ん
（
電
子

１
年
）、
澤
田
石
陽
介
さ
ん
（
経
営
１
年
）、
渡

邉
大
樹
さ
ん
（
経
営
１
年
）
の
三
人
は
、
昨
年

五
月
に
行
わ
れ
た
「
鳥
海
高
原
『
桃
野
』
菜
の

花
ま
つ
り
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
が
あ
る
学

生
。「
菜
の
花
ま
つ
り
が
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま

た
友
人
同
士
誘
い
合
っ
て
参
加
し
た
。
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
や
雪
の
滑
り
台
の
受
け
付
け
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
と
仲
良
く
な
れ
た
」
と
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
中
で
、
会
場
の
皆
さ

ん
と
親
し
く
な
っ
た
り
、
地
元
の
お
い
し
い
食

べ
物
や
自
然
に
出
合
っ
た
り
し
た
経
験
が
、
学

生
の
次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
意
欲
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

も
し
、
ま
た
何
か
の
催
し
で
「
秋
田
県
立
大

学
」
の
腕
章
を
着
け
た
学
生
を
見
か
け
ま
し
た

ら
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

完成したタワーの前で完成したタワーの前で
記念写真をパチリ！記念写真をパチリ！
完成したタワーの前で
記念写真をパチリ！

案内所スタッフとしても
活躍しました

県立大生お手製のチョコバナナは
評判も上々

　国では、がん検診の受診率を50％
に引き上げることを目標にしていま
す。本市でも、市民の方々と受診率
を高めるための活動
をしています。
　胃がん検診研究に
ご理解・ご協力をお
願いします。
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サッカー大好き少年少女集まれ！
本荘スポーツ少年団　団員募集!!
対象／尾崎・鶴舞・子吉・小友
　・石沢学区の新小学３年生以
　上
活動日（場所）／夏期は主に火
　・木・土・日曜日（尾崎小グ
　ラウンド）、冬期は主に土・
　日曜日（尾崎小体育館）
一次締切日／３月31日㈭

（途中入団可）
※随時見学できます。詳しくは
　お問い合わせください。
申し込み・問い合わせ／本荘南
　サッカースポーツ少年団　事
　務局　安達　☎24－2356

西目よさこいに参加しませんか　楽しく一緒に踊る仲間を募集しています。ぜひ、あなたもいい汗かいてリフレッシュ !!練習日／５月中旬ころから対象／小学４年生～成人
問い合わせ／三浦　☎33－3603

グローブ空手大内拳心館
練習生募集します
練習日／毎週土曜日
　　　　午前11時～正午
場所／岩谷体育館ほか
問い合わせ／
　神谷　☎090－2955－4762

（午後３時～８時）

ママといっしょ　ふっとフット
日時／３月18日㈮
　　　午前10時～正午
場所／鶴舞会館

フットケアリンパマッサージ
無料体験会
日時／３月21日㈪　午前10時～
　午後３時、26日㈯　午後１時
　～３時
場所／鶴舞会館
※事前に予約をお願いします。
申し込み・問い合わせ／
　木村　☎080－1670－7186

そう た

 み  お

あゆ み

 そ  う

 り  く

 そ  ら

まさたか

 に  こ

　　かい

 ゆ づき

岩渕　奏汰ちゃん（博文さん）西梵天

小笠原美緒ちゃん（　孝　さん）大谷

遠藤　歩実ちゃん（　悠　さん）石脇

三浦　颯生ちゃん（俊太郎さん）薬師堂

小川　凌來ちゃん（聡明さん）東梵天

佐々木蒼空ちゃん（貴志さん）東梵天

佐々木将孝ちゃん（　伸　さん）中梵天

木村　虹心ちゃん（孝行さん）一番堰

猪又　　快ちゃん（　誠　さん）大鍬町

中村　柚月ちゃん（英男さん）石脇

かん な

たいせい

のぶ と

 ま  お

 ひ まり

 ゆ  な

佐藤　柑菜ちゃん（善孝さん）矢島町城内

伊藤　大成ちゃん（　祐　さん）山本

木内　信人ちゃん（　伸　さん）東鮎川

佐藤　茉緒ちゃん（孝太さん）東由利黒渕

齋藤　陽葵ちゃん（　祥　さん）西目町西目

　野　裕奈ちゃん（　裕　さん）鳥海町上笹子

　主に市内の公共施設で開催するグ
ループやサークルの行事、お知らせ
にご利用いただけます。市民の方か
らの依頼に限ります。
●原稿のお申し込み方法
　電子メール、ファクス、直接当課
に持参のいずれかでお申し込みくだ
さい。最低限必要な情報をできるだ
け簡潔に記入してください。連絡先
を必ず明記してください。
●締め切り日はお守りください！
　原稿は掲載を希望する号の締め切
り日必着で提出をお願いします。締
め切り日を過ぎたものは受け付けま
せん。
●掲載できない場合もあります
　営利目的やこれに類するもの、発
行日から３日以内の行事は掲載でき
ません。同一内容の再掲依頼、会員
や一部関係者のみを対象とした活動
はご遠慮ください。
●広報課からのお願い
　「市民伝言板」には、誰もが参加
できる活動を掲載したいと考えてお
ります。皆さまに気持ちよくご利用
いただけますよう、ご協力をお願い
します。
●問い合わせ先
　広報課　☎24－6237

平成23年３月15日号 広報ゆりほんじょう

リラックス・ヨーガ　レッスン
日時／３月20日㈰・27日㈰
　　　両日午前10時～（約90分）
場所／アクアパル　セミナー室
内容／インド伝統のヨーガの
　ポーズや呼吸法、リラクゼー
　ションを組み込んでいます。
　初心者の方も歓迎。
持ち物／ヨーガマットまたは大
　きめのバスタオル
参加費／１回1,000円
定員／15人
申し込み・問い合わせ／
　山城　☎090－5238－0238

「春を待つ山野草！」ワークショップ
　草木が芽吹く季節は間もなく
です。山野草の魅力や育て方の
ポイントを楽しく学びましょ
う！
日時／３月20日㈰
　　　午後１時30分～３時30分
場所／逢いねット
講師／今田　善範さん（大内）
会費／500円（コーヒー付き）
問い合わせ／逢いねット

☎44－8226

弥生チャリティ茶会・バザー

日時／３月27日㈰
　　　午前10時～午後２時30分

場所／鶴舞会館　お茶券／700円

問い合わせ／
　国際ソロプチミスト本荘

志村恭子　☎23－0844

＊陶芸＊初心者無料体験教室日時／３月29日㈫
　　　午前10時～正午
場所／創作工房アトリエ遊（岩城勝手）材料費／1,500円
　　　　（土・釉薬・焼成代）※一輪挿しを予定しています。　作品は後日焼きあがり次第取　りにきていただきます。人数　に限りがありますのでお早め　にお申し込みください。申し込み・問い合わせ／

加賀市子　☎73－2919

お礼とおわび
　このたび下記事業を開催いた
しますが、３月上旬に定員に達
しました。ご協力をいただいた
ことに、深く感謝しております。
　ありがとうございました。

国際ソロプチミスト本荘
認証20周年記念講演会
「ふるさと秋田に思うこと」
講師／内舘牧子さん
日時／４月16日㈯
　　　午後１時～２時30分
場所／本荘グランドホテル
入場料／無料
定員／500人（先着順）

工藤　　愛さん
（下川原・98歳）

木元スヱミさん
（二番堰・86歳）

吉野香代子さん
（石脇・46歳）

原田金一郎さん
（石脇・83歳）

佐々木タミヨさん
（東梵天・98歳）

池田　アイさん
（肴町・95歳）

村上　末三さん
（御門・98歳）

佐藤　利二さん
（鶴沼・85歳）

伊藤　久朗さん
（赤田・61歳）

小松　イヨさん
（大簗・80歳）

佐藤竹次郎さん
（大浦・93歳）

佐々木キチヨさん
（観音町・93歳）

北嶋　信夫さん
（石脇・61歳）

佐藤　善昭さん
（三条・62歳）

栁瀬　　繁さん
（田町・84歳）

加藤　茂作さん
（赤田・62歳）

畠山　兼松さん
（砂糖畑・98歳）

工藤　秋夫さん
（大浦・75歳）

三浦フサノさん
（矢島町木在・91歳）

佐藤　喜悦さん
（矢島町七日町・59歳）
　地　静子さん

（岩城赤平・86歳）
池田アサヱさん

（岩城二古・89歳）
三浦ミツエさん

（前郷・91歳）
伊藤　義夫さん

（葛岡・84歳）

小林　タマさん
（岩谷町・89歳）

太田フサヱさん
（小栗山・84歳）

眞坂トクヨさん
（岩谷町・104歳）

大場サナヱさん
（高尾・85歳）

太田　　弘さん
（東由利蔵・71歳）

小松クメヨさん
（東由利老方・104歳）
細矢　源悦さん
（鳥海町伏見・87歳）

原田　勝兵さん
（鳥海町下笹子・80歳）
　原　　隆さん
（鳥海町上笹子・75歳）
佐藤ハルヱさん
（鳥海町小川・89歳）

～深く陳謝し、おわび申し上げます～
　本紙３月１日号「どうぞ  やすらかに」欄に、市
の大変な不手際により原田カツヱ様のお名前を
掲載してしまいました。原田様ご本人はじめ、ご
家族・ご親戚・知人・関係者の皆様に大変なご迷
惑をおかけいたしましたことに対し深く陳謝しお
わび申し上げます。再発防止に努めてまいります。




